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2020年以降の新型コロナウィルスの流行とその感染者の拡大を契機にわたくしたち
の生活は一変しました。そして現代の日本にあって、感染症から自由になれないことを
改めて知ることとなりました。

過去には感染症の流行により多くの犠牲者を出し、行政がこれへの対応を求められて
きたことも忘れることはできません。例えば、明治期に大流行したコレラでは、10万人
以上の人命を失った年もありました。そしてコレラをはじめとする感染症対策に当時の
役所である内務省の職員は奔走しました。ここでは人々の生活や健康を維持するための
効果的な公衆衛生について、これまでの日本の行政の取り組みを振り返りながら考えて
みたいと思います。

慶應義塾大学大学院法学研究科後期博士課程修了、博士（法学）
（慶應義塾大学）。テキサス大学リサーチフェロー等を経て現職。
専攻は行政学、日本行政史。日本官僚制の形成過程、とりわけ官僚
と政策、中央地方関係等について関心をもってきた。明治期に活躍
する長与専斎を、近代日本最初の「衛生官僚」として位置づけ、日
本の医療・公衆衛生と官僚の役割についてまとめたのが『長与専斎
と内務省の衛生行政』（慶應義塾大学出版会）であり、長与の人と
なりや家族との関係などは『長崎偉人伝 長与専斎』（長崎文献
社）で取り上げた。歴史的な関心に加えて、行政不服審査会など各
種審査会委員を務めながら、実務の視点から日本の官僚制にアプ
ローチするという活動にも取り組む。


	スライド番号 1

